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Ⅰ
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ブ
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地
 、
建
物
に
関
す
る
事
・
金
銭
に
 

関
す
る
事
・
交
通
事
故
に
関
す
る
 

事
・
そ
の
他
民
事
一
般
（
受
け
た
 

相
談
に
つ
い
て
は
、
一
切
秘
密
を
 

守
り
ま
す
。
）
 

問
い
合
わ
せ
折
屋
簡
易
裁
判
所
 

呑
 6
9
1
 １
 0
2
2
9
 

 
 

の
 

 
 
 
 
Ⅰ
 
 
 
Ⅱ
 
、
ま
っ
 

ね
い
 

 
 を
は
 

Ⅰ
）
 
Ⅱごろから対話やふれあ い を通して、 どん 

  
な 小さなサインをも 見逃さないようにする 
ことです。 

  
サインを発見したら、 すぐ対応すること。 

サ 
く 問い合わせ ノ 

・ 福岡法務局人権 相談所 む 092-7 ロ 、 9] ㏄ 

法務局北九州支局 容 D98-5B1-354E 

イ 
  子供 110 番 容 D9 キ 715 Ⅱ 1 ℡ 

刀 Q093-561-39B9 
けじめ 1 Ⅱ 番 Q093-591-0110 

ン 
教育ホットライン 容 09 か 6 Ⅲ -9999 

BO9 キ 651.11l1( 内 P78U 
  

県 青少年対策課 
県警察本部少年課 容 09 キ 641 Ⅱ 141( 内 P645) 

  

O
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申 異書聖雪雲呑三日三・ 121 Ⅰ ●在宅介護支援センター 呑 三日三 -51 日フ ● シノりド 一人材センター 呑 三日三 -4 日 8 日 

三
正
土
 侍
 6
%
 

ほ
ボ
 @
.
 ポ
 &
 ス
 
-
 
。
 

く
す
る
た
め
に
、
毎
月
の
末
日
ま
で
 

に
 納
付
す
る
「
毎
月
納
付
」
の
し
く
 

国
民
年
金
保
険
料
は
 

忘
れ
ず
に
納
め
ま
 

し
ょ
う
。
 

将
来
、
国
民
年
金
か
ら
満
額
 

険
 料
を
受
け
る
た
め
に
は
、
 刻
 

ら
 ㏄
 蔵
 ま
で
の
 側
 年
間
保
険
料
 

め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
（
 

比
年
 4
 月
 1
 日
 以
前
に
生
ま
れ
 

に
は
期
間
の
特
例
が
あ
り
ま
す
 

引
日
コ
又
 

巨
 
Ⅰ
㌔
 
ピ
 ハ
 ツ
コ
ぺ
 

&
%
@
 

可
 Ⅰ
 斗
 
よ
内
 り
 ト ごた昭を歳の 
卜 人相 納か保 

団
体
や
グ
ル
ー
プ
・
サ
ー
ク
ル
等
 

で
活
躍
す
る
県
内
の
青
年
が
集
ま
り
、
 

友
情
の
輪
を
広
げ
な
が
ら
実
践
発
表
 

や
情
報
交
換
等
を
通
し
て
、
今
後
の
 

活
動
の
あ
り
方
を
考
え
、
リ
ー
ダ
ー
 

と
し
て
の
資
質
向
上
を
図
る
こ
と
を
 

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
 

6
 月
に
岡
垣
町
で
前
期
が
開
催
さ
 

れ
ま
し
た
が
、
前
期
に
参
加
し
た
人
 

は
も
ち
ろ
ん
、
ま
た
、
友
達
も
誘
っ
 

て
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
 

と
き
 
冊
月
 Ⅸ
日
工
）
午
後
 6
 

時
か
ら
㎎
 日
 
（
日
）
午
後
 1 時
ま
で
 

一
泊
二
日
 

ヤ
ン
グ
ラ
イ
フ
 

い
 き
い
き
セ
ミ
ナ
ー
 

W
 
 （
後
期
）
 

  

フヰ ゥ 

へ   
あフ ll 0 問い合わせ 
ま 

づ - 
福祉課年金係へ 

Ⅰに A 

等み 実 と時と を と ミ 敢行成都 8 日中巻 封と 

つ つ 技 し 「 ケ ス 

て て 

、 加たへ 仕合 以 彦 
き が ン グ 

男年 

家   
    

ぜ確 3 2 1 し参用及 でれ 表がし チ 8 対 
ひ 美国 " " 、 ての 意び 申 のぞ 、 た l ど な 民国 預 預く う し 収 迷 彩 個 8 ム な 象 身体障               

  テ   ィ         

保 いい 画割 めす と 
険て 。 的 しるの納竿 

ン 

圧も はで 込ん で、 各 ，区 会教   き で 9 の 育 あ 
ま
せ
ん
。
 

問
い
合
わ
 せ 

社
会
教
育
課
 へ
 

安ヒ ぽゑ   

( Ⅰ 日 500 円 )     
10 月 1 日より身体障害者デイ 
サービス事業を 開始します。 町 
内在住の障害者手帳 をお持ちの 
方又はその介護を 行う方が利用 
出来ます。 いこいの 里 デイサー 

ピス館において、 日常生活動作 
訓練やレクリエーション、 入浴 
な ビ いろいろなサービスを 提供 

するものです。 また送迎も行い 
ます。 
利用を希望される 方は、 調査 
な ピ をしたうえで 登録して頂き 

ます。 申請書は役場福祉課、 い 
こいの里にあ りますので、 どう 

ぞお気軽に相談下さい。 
問い合わせ 福祉課 へ 

O
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Ⅰ       

    

ⅠⅠ教育委員会 岡垣町役場 呑 三日三 - ●
 

l
 

l
 三

 

l
 岡
垣
 

 
 

ア
 
Ⅰ
 

 
 
リ
 
ソ
 
サ
 

呑 三日三 - 
5
 
l
 
5
 
l
 

（
岡
垣
町
健
康
レ
ク
タ
ン
ス
 

十
周
年
記
念
）
 

私
た
ち
健
康
レ
ク
ダ
ン
ス
同
好
会
 

は
、
発
足
十
周
年
を
記
念
し
て
「
楽
 

し
く
踊
ろ
 う
会
 」
を
計
画
し
て
い
ま
 

す
。
健
康
と
美
容
と
若
返
り
を
兼
ね
 

て
、
皆
さ
ん
も
い
か
が
で
す
か
 グ
 

と
き
 
9
 月
 お
日
ス
 ⑰
午
前
 皿
 

 
  

 
日
本
の
代
表
的
な
伝
統
文
化
の
能
 

楽
 、
 狂
 舌
口
の
基
礎
的
な
知
識
を
学
ん
 

で
 楽
し
ん
で
か
ま
せ
ん
か
。
 

と
き
 
Ⅱ
 同
 8
 日
 
-
 
土
 ）
午
後
 1
 

時
か
ら
 4
 時
㏄
 分
 ま
で
 

と
こ
ろ
大
波
公
園
能
楽
堂
 

ぬ
容
 
講
演
 
-
 能
楽
評
論
家
 
堀
 

上
謙
 ）
・
狂
言
 
-
 太
刀
奪
・
シ
テ
 日
 

下
部
 礼
蔵
 ）
・
解
説
（
装
束
着
付
け
 

実
演
鹿
野
何
方
解
説
笠
井
 

 
 

笠
井
 
陸
 ）
 

入
場
料
二
千
円
 

入
場
券
の
申
し
込
み
往
復
ハ
ガ
キ
 

に
 住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
・
希
望
 

枚
数
一
 2
 人
ま
で
 可
 ）
を
記
入
し
、
 

一
丁
 

n
o
l
2
 

１
 7
7
 
福
岡
市
博
多
区
 束
 

公
園
 7
 番
 7
 号
・
福
岡
県
生
活
文
化
 

課
 ま
で
。
先
着
順
 

問
い
合
わ
せ
福
岡
県
生
活
文
化
 課
 

宕
 U
g
 
ノ
ー
 6
4
1
 
１
 7
 「
 
0
4
 「
 
ひ
 

楽
し
く
踊
ろ
う
 会
 

と
き
 
Ⅳ
同
 4
 日
（
土
）
午
後
Ⅰ
 

時
 ㏄
分
か
ら
 4
 時
㏄
 分
 ま
で
 

と
こ
ろ
八
幡
 東
 中
央
公
民
館
 

内
容
講
演
・
通
訳
 案
 試
験
そ
の
 

内
容
と
傾
向
・
合
格
体
験
談
な
ど
 

対
象
者
通
訳
案
内
業
の
受
験
を
希
 

望
 す
る
人
…
通
訳
ガ
イ
ド
に
関
心
の
 

あ
る
 人
 

応
募
方
法
・
申
し
込
み
 

X
 は
フ
 ァ
 ツ
ク
ス
で
、
〒
 8
1
0
 福
 

両
市
中
央
区
大
手
町
Ⅰ
丁
日
 3
 １
円
 

ヤ
 ス
ニ
シ
ビ
ル
 4
0
1
 九
州
通
訳
 ガ
 

イ
ド
協
会
設
立
準
備
金
・
 F
<
@
 
Ⅹ
 り
 

 
 

問
い
合
わ
せ
九
州
通
訳
ガ
イ
ド
 協
 

ふ
五
・
 
む
 Ⅱ
 
U
0
 
り
り
 
こ
｜
 I
@
r
l
 

Ⅰ
 ム
 
U
 
｜
 l
 Ⅰ
 二
り
 
Ⅱ
Ⅱ
 

 
 

g
M
 

サ
リ
リ
ー
ア
イ
 

い
ち
ご
畑
の
コ
ン
サ
ー
ト
 

地
域
古
楽
家
の
み
な
さ
ん
に
発
表
 

 
 

を
 企
画
し
て
お
り
ま
す
。
 

出
演
者
佐
野
亜
紀
子
 
-
 
ピ
ア
ノ
 

ソ
ロ
）
 

曲
目
シ
ョ
パ
ン
作
曲
「
革
命
」
 

・
 ド
 ビ
ッ
シ
 ー
 作
曲
「
ア
ラ
ベ
ス
ク
」
 

  
"
 
命
知
ら
ず
の
ア
ナ
ウ
ン
ザ
ー
 

"
 の
 

異
名
を
も
つ
人
気
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
 

長
年
の
・
テ
レ
ビ
取
材
か
ら
詰
る
講
演
 

は
 話
題
曲
 窩
で
 楽
し
い
。
 

と
き
 
9
 月
 れ
 日
（
土
）
Ⅴ
開
場
 

 
 

後
 7
 時
か
ら
 

と
こ
ろ
 岡
垣
 サ
ソ
リ
 /
 ヱ
イ
・
 中
 

 
 （
プ
ラ
ザ
 
風
と
波
与
 
お
好
み
発
表
ム
三
 

ぬ
演
 
細
川
義
明
ク
 ァ
ル
テ
 

 
 
（
文
化
講
演
 
ム
巴
 

講
師
桑
原
 
征
平
 

テ
ー
マ
「
 
生
か
死
か
ソ
 
現
代
ア
ナ
ウ
 

ン
サ
ー
残
酷
物
語
」
 

料
金
会
員
 券
要
 

問
い
 合
わ
せ
 岡
垣
 サ
ソ
リ
 /
 ヱ
 Ⅰ
 

㈲
 楠
 

い
ち
ご
 塾
 
文
化
講
演
会
 

桑
原
 

征
 平
さ
ん
来
館
 ソ
 

ぬ
 た
だ
今
、
出
演
者
募
集
中
 /
.
 
お
気
 

軽
 に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

楽
し
も
う
 

む
 2
8
2
 １
 n
2
3
o
D
7
 

あ
な
た
の
語
学
を
 

生
 ガ
 し
ま
せ
ん
 ガ
 

（
通
訳
ガ
イ
ド
試
験
 
講
ぎ
（
 S
 

時
 ㏄
分
か
ら
 7
 時
ま
で
 

と
こ
ろ
 

冊
垣
 サ
ソ
リ
 7
%
 イ
 
・
エ
 

ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
特
設
会
場
 

問
 い
 合
わ
せ
囲
垣
サ
ソ
リ
 7
%
 Ⅰ
 

 
 

ス
ポ
ッ
ト
講
座
 

 
 ●

「
岡
垣
町
の
歴
史
と
 

寓
 

え
る
セ
ミ
ナ
ー
・
講
は
 

邦
一
一
歴
史
研
究
家
）
 

と
き
 9
 月
 肝
口
 
・
 
m
 

無
料
体
験
 会
 

●
茶
道
（
裏
千
家
）
・
講
師
 
松
 

井
 
崇
宏
（
裏
千
家
終
身
師
範
）
 

と
 
き
 
9
 月
 托
日
 
（
金
）
午
後
 
1
 

時
か
ら
 3
 時
ま
で
 

と
こ
ろ
 
両
垣
 サ
ソ
リ
 /
 三
子
茶
室
 

教
材
費
百
円
 

Ⅰ
染
色
テ
キ
ス
タ
イ
ル
・
講
師
 

伊
福
 
香
織
（
友
禅
や
な
ぎ
工
芸
）
 

と
き
 
9
 月
祝
日
（
日
）
午
後
 1
 

時
か
ら
 0
 ，
 
蒔
 ま
で
 

と
こ
ろ
 
岡
垣
 サ
ソ
リ
 /
 ヱ
子
創
作
 

室
 
教
材
費
二
千
円
 

●
ソ
フ
ト
エ
ア
ロ
ビ
ク
 @
 

一
片
久
美
子
一
エ
 づ
 

フ
リ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
 ゎ
 

と
き
 
9
 月
円
目
 
ズ
 

時
 ㏄
分
か
ら
せ
時
ま
で
 

「
Ⅰ
 
@
 

講
且
ィ
 

八
 ・
講
師
 受
 

/
 ロ
 

 
 

（
 

 
 

  ヒ
 
と
こ
ろ
囲
垣
サ
ソ
リ
 

/
 ヌ
子
 
2
0
 

  Ⅰ
 

教
材
費
百
円
 

川
上
」
を
 

考
来
 持
参
 
物
 そ
の
他
詳
し
い
事
は
、
お
 

Ⅷ
石
井
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
 

両
垣
サ
 

Ⅳ
 
月
 Ⅱ
 日
 ・
ソ
リ
 /
 刀
子
 
へ
 

目
 
Ⅹ
 

三
寿
っ
て
 
ま
 ㌃
 ノ
 

と
こ
ろ
 
岡
垣
 サ
ソ
リ
 /
 
ア
イ
 小
 ポ
ー
 

 
 
 
 
●
モ
ー
ニ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
・
講
 

師
一
再
久
美
子
三
ア
ロ
ビ
 

ク
ス
フ
リ
ー
 イ
 
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
 工
 

と
き
日
月
知
日
（
土
）
午
前
川
 

時
か
ら
 皿
時
 冊
分
ま
で
 

と
こ
ろ
 
岡
垣
 サ
ソ
リ
 /
 
ヱ
 Ⅰ
心
ホ
 ｜
 

 
 

す 
  

一イⅡⅠ f 

統 
文 
し Ⅰ l Ⅰ 
を 

  

問 と 
い     
合ろ 
わ 
せ岡 

土 一 一 - 日 

西町 
嶋民 
武 
久道 
美館 
子 

と は 
  

き 

  
月 
  
日 

  
金   

午 
後 
6 

  
  

  
  
  

  
  

  

  

  

  

  

O O 
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Ⅰ
 
-
 
寸
Ⅰ
 

 
 

三
 
日
 
三
 
モ
宝
 

場
会
 

町
役
 

委
員
 

ほ
一
吉
口
 

回
教
 

Ⅰ 三 11  ●在宅介護支援センター 呑 三日三 -51 67  Ⅰシル / 

私
は
 2
 か
 月
ご
と
に
 岡
垣
 W
 立
の
 

保
育
所
を
訪
ね
ま
す
。
小
さ
い
こ
ろ
 

か
ら
子
供
た
ち
が
国
際
的
な
環
境
に
 

い
 て
、
外
国
人
と
ふ
れ
あ
い
が
出
来
 

て
な
れ
れ
ば
、
こ
こ
ろ
が
広
が
る
と
 

い
う
 目
的
で
す
。
訪
問
す
る
時
の
交
 

流
会
で
は
英
語
を
ち
ょ
っ
と
教
え
た
 

り
 、
 歌
 、
踊
り
や
ゲ
ー
ム
を
子
供
た
 

ち
と
一
緒
に
し
た
り
、
後
で
一
つ
の
 

組
 に
入
っ
て
子
供
の
誰
か
の
と
な
り
 

で
 一
緒
に
給
食
を
頂
い
て
、
い
っ
も
 

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
す
。
し
か
 

し
こ
の
ま
え
ち
ょ
っ
と
不
安
な
こ
と
 

を
 聞
い
て
、
考
え
始
め
ま
し
た
。
 

こ
の
日
給
食
の
時
間
に
男
の
子
 た
 

ち
の
 K
 ち
 や
ん
と
 H
 ち
ゃ
ん
の
間
に
 

座
り
ま
し
た
。
給
食
の
準
備
が
進
み
 

な
が
ら
、
 H
 ち
 や
ん
は
自
分
の
か
っ
 

こ
う
い
い
お
弁
当
箱
、
ふ
ろ
し
き
や
 

お
は
し
を
み
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
 そ
 

れ
ぞ
れ
色
が
違
 う
 5
 人
の
な
ん
と
か
 

レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
が
の
っ
て
い
ま
し
た
。
 

そ
し
て
 K
 さ
ん
は
「
キ
ヤ
サ
リ
ン
 先
 

生
 は
ど
れ
に
な
る
 ?
 」
と
聞
き
ま
し
 

た
 。
「
じ
ゃ
あ
、
私
は
青
が
好
き
だ
 

V 一人材センター 呑 

Ca the 

  三日 宕 -   4 目 8 日 

    「 l___, 

亀 

鏑 
CO nn ecL     O

 

S
 
 国
 

際
 
n
 

ラ エ その 供運 はうなは 力気 食い上 「 た 「私を「し く ま ジ く 決 ビ ヤ た しか   
かプし色た動ピシ に ピ ッ がの きげこ   

女 
" " た 青は目笑 全あ 

か         

るすカ をる と遠心異， い やを派 る別 
  居 、 い要性う グ 選手と し 、 と だ 的 ゆがはかいな て し し   ルつ まう字育とに る こそにるいいかた 
ラ供回 すはて き 外す女木 l まか 山い   
ッ たでる 男 こず @ こか性をのすわのま     

ク 
    

人 ちなすの 映 え ろ分 。 た 大棟ので   
形 や っ 。 差 ま な と け どら は 様社働 

は 女関いメ問 にて ア 別っ て く な女のしい、 男 るうい紺の員き 制に始   
」すま り 題 い るのはて と黒服 、 め 区グ 生でと る ンそ 長いせ け 。 つむま   

先 たすれがはん い っ 言 な権 数 ぞ暗 れ 理 と う 
人の 」 たあ 本 なうてわ く 力 のれ 、 て 学友孝 えが子 観のせ @@ ・ こょピ 発表 と 青 ら、 ります 人たち ふうに ことで いるの れます て当り などが 組織は の学校 社会に います はやは の子は 

。 前 男絵の 出 。 り 女侠   
て
も
沢
山
の
男
の
人
（
父
を
含
め
て
）
 

は
 ピ
ン
ク
の
 ブ
 イ
シ
ャ
ツ
が
 女
 っ
ぽ
 

い
で
す
か
ら
着
る
の
は
絶
対
い
や
と
 

三
 
言
い
ま
す
 0
 （
か
っ
こ
う
い
い
の
に
 

!
 ）
そ
れ
で
子
供
の
こ
ろ
男
の
子
が
 

人
形
と
遊
ん
で
お
か
し
い
と
教
え
 ろ
 

れ
た
男
の
人
た
ち
は
こ
の
先
入
観
の
 

せ
 い
 で
看
護
婦
、
保
育
の
先
生
や
乳
 

母
に
な
る
の
が
恥
ず
か
し
く
て
、
 
い
 

じ
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

（
す
ば
ら
し
い
の
に
 @ 

私
は
小
学
校
の
時
代
に
「
男
の
子
 

6
 人
形
と
遊
ん
で
い
い
」
と
い
う
 生
 

待
 た
ち
の
し
た
芝
居
か
ら
習
っ
た
こ
 

と
を
今
で
も
大
事
に
考
え
ま
す
。
 そ
 

れ
は
男
で
も
女
で
も
好
き
な
こ
と
を
 

選
ん
で
、
そ
れ
が
一
生
牡
 ズ
叩
 
だ
っ
た
 

ら
 良
い
で
す
。
し
か
し
保
育
所
の
場
 

合
の
子
供
た
ち
は
ま
だ
自
分
の
考
え
 

で
は
な
く
て
、
周
り
の
様
子
で
決
め
 

る
か
ら
教
育
者
の
私
た
ち
は
子
供
た
 

ち
の
周
り
の
環
境
を
気
を
つ
け
て
つ
 

く
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
す
 

か
ら
、
男
女
別
の
色
の
か
わ
り
に
 ク
 

ラ
ス
別
の
カ
ッ
プ
 、
 歯
ブ
ラ
シ
や
幅
 

子
の
色
に
す
る
方
が
い
い
か
も
し
れ
 

ま
せ
ん
。
 

私
は
保
育
所
訪
問
で
子
供
た
ち
の
 

為
に
国
際
的
な
環
境
を
作
っ
て
い
ま
 

す
が
、
教
育
者
と
し
て
男
女
を
区
別
 

し
て
い
な
い
環
境
で
子
供
た
ち
が
 自
 

分
の
人
間
に
な
る
た
め
な
る
べ
く
 制
 

限
 し
な
い
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
 

子
供
た
ち
が
「
決
ま
っ
て
い
る
」
と
 

習
う
よ
り
自
分
で
決
め
る
技
術
を
習
 

え
ば
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

O 
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1. 刃杯 

" 一   ⅠⅠ一一 "Lm" Ⅰ     

1 仏間人先コシ 内 びと時と 
1 対い 場 明さ ョ パこか 

Ⅰ l 

1 栄合 料 工ん l 容サろらき き 
@  年 Ⅰ l     甘 lJ 

/ Ⅰ 

@  @  ン 及 10 ル 

田 尚志 岡 ス田 健 な因州     第 愛媛 仁垣東昭博 野 ・ 田 場右 １ 胡を 力 リ ： ミ 大ムム 大会 岡垣 5% ⅠⅠ 2 ア 

牡， 
ン学 

士 ， c, 、 ・   
木浦 清 、 ル 。 念 全九 口 

㍗ 

Ⅰ
Ⅰ
 

ク
 

Ⅰ
 
，
 

 
 

Ⅰ Ⅰ 

                                              ゴ、           電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
 

一
丁
 
8
0
7
 ー
 0
1
 遠
賀
 

郡
芦
屋
町
・
航
空
自
衛
 

胚
 芦
屋
基
地
，
基
地
 

渉
外
重
広
報
 班
 ま
 

で
 

-
%
 

十
才
ョ
 

 
 
  

「 
Ⅰ て主 

 
 
募
集
人
見
百
二
十
人
（
多
数
の
倶
 

合
は
抽
出
 
巴
 

と
き
 
Ⅱ
戸
締
め
切
り
 
托
月
 打
日
（
金
）
 

聞
 い
合
わ
せ
航
空
自
衛
隊
芦
屋
 其
 

托
日
 
（
日
）
 

ヒ
 ）
 ろ
 

航
空
自
衛
地
色
 2
2
3
 １
 0
9
8
1
 

 
 

 
 

タ
 ー
で
約
二
十
分
の
体
験
 

プ
 

  
 
 

 
 

飛
行
 

 
 

 
 

ゃ
 …
 0
 回
 遠
賀
郡
 民
 

  

ほ
青
 大
会
 

 
 

ム
 「
年
度
は
、
芦
屋
町
を
主
会
場
と
 

し
て
開
催
さ
れ
、
岡
垣
町
か
ら
二
百
 

九
十
一
人
が
出
場
し
ま
し
た
。
成
績
 

は
 、
夏
季
大
会
が
第
三
位
、
秋
季
大
 

会
 が
優
勝
で
総
合
三
位
で
し
た
。
 

優
勝
 
声
 室
町
℡
 占
 

準
優
勝
八
巻
 W
 
 珊
占
 

第
三
位
 
岡
垣
 W
 
 Ⅲ
 占
 

第
四
位
遠
賀
町
㏄
 占
 

夏
季
水
泳
大
会
（
 7
 月
仏
日
）
 

木
器
 W
 町
民
プ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
 

岡
垣
町
か
ら
三
十
人
が
出
場
し
ま
し
 

た
 。
予
選
を
勝
ち
抜
い
た
次
の
方
々
 

か
 、
遠
賀
郡
代
表
選
手
と
し
て
県
民
 

体
育
大
会
夏
季
大
会
へ
出
場
し
ま
し
 

フ
ハ
 

Ⅰ
 
@
 
し
 
。
 
村
上
底
 平
 
㎜
 m
 自
由
 

ま
弁
友
孝
㎜
 m
 自
由
 

松
丸
 
乃
理
 
Ⅷ
Ⅲ
自
由
 

平
島
 

圭
 

㏄
 m
 平
泳
 

細
山
田
修
㏄
Ⅲ
自
由
 

秋
季
大
会
（
 0
0
n
r
M
 

日
 ）
 

（
陸
上
競
技
）
三
位
 

（
パ
ス
ケ
ッ
ト
ポ
ー
ル
）
 

青
年
男
子
一
位
 

（
パ
レ
ー
ポ
ー
ル
）
 

一
般
男
子
二
位
 

一
般
女
子
三
位
 

青
年
男
子
二
位
 

青
年
女
子
三
位
 

壮
年
女
子
四
位
 

、
，
，
レ
 

    

        
棋 

  
R*@oyf@* &@@4@i. Ⅰ 

（
 き
球
 

@
 

）
 

一
般
の
部
一
位
 

青
年
の
部
一
位
 

壮
年
の
部
一
位
 

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）
 

一
般
男
子
一
位
 

一
般
女
子
 

一
位
 

青
年
の
部
一
位
 

壮
年
男
子
三
位
 

（
 卯
ト
 

卸
 
逼
 ）
 

青
年
男
子
二
位
 

（
コ
日
Ⅰ
 

荘
旧
理
 

）
 

一
般
男
子
一
位
 

一
般
女
子
二
位
 

（
相
撲
）
 

一
般
男
子
三
位
 

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

一
般
男
子
一
位
 

（
軟
式
野
球
）
 

一
般
男
子
二
一
位
 

剣
道
・
陸
上
・
弓
道
・
卓
球
・
 バ
 

ド
ミ
ン
ト
ン
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
競
技
が
、
 

9
 月
 

㌘
・
が
日
に
北
九
州
地
区
を
主
会
場
 

に
 開
催
さ
れ
ま
ず
県
民
体
育
大
会
 秋
 

幸
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
日
頃
の
練
 

習
の
成
果
が
発
揮
で
き
る
よ
 う
 が
 ん
 

ば
っ
て
く
だ
さ
   ㈱ 幣 """""" 鞠酬 "   、     "" "   鍬 ""   。 "i 剛   
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